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情報の冗長化と反応時間

一一精神薄弱者の反応時間の解析一一

Inf ormation， redundancy and reaction time : An analysis 

of reaction times of mental deficiency 

ヰ七 象 司

SHOJI KITAJIMA 

感党総1'rに刺戟が加えられてから反応が生じるまでにはある持摘を必要とする。特に求心一遠心路の間にや枢回路

が介在している場合には，統合とよばれる心理一生理的過程が参与するのこの統合過程は神経興奮の単なる伝達では

なく，興奮相互関の加重と抑制による，いわゆる情報処理過程である (Rapoport，1962)。 ここでは情報処潔過程の

モデルを設定し，そのモデルの中では，入力を符号化し，その符号系列を系内部の符号系列と飯合する，という過程

が遂行していると考えることにする。そして，この符号系列の長さは，入力情報量と関係があることを情報理論によ

って検討し，その仮定にもとづいて反応時間を分析した。いわゆる知能とよばれる行動特性は，外界の情報を冗長に

して，情報処盟系における符号系列を，全体として可及的短かくするはたらきをもつものと思われる。
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この論文は. Barlow (1959)が提案しているつぎの

仮説の検討を目的とする。

仮説:知能的とよばれる行動特性は，情報処理系へ

の入カ情報の冗長度合大きくして，系内部の

信号に含まれる冗f毛皮を小さくするはたらき

をもっ。

ここでいう冗長度とは，つぎのような意味をもつもの

として用いられる。くアスハクモリデトキドキアOガフ

ノレデ‘ンョウ〉。われわれが日常言語で、いろは48文字を用い

ているものと仮定すると，上の文章のOのやに入りうる

文字は48通りある。けれどもわれわれは，何かの原因で

Oの部分を聴きとれない場合には，それほどのためらい
もなしに，そこにくメ〉を檎うであろう。さらに，北閣

の冬の天気予報で，どアスハクモザデトキドキ〉のあと

が途切れた場合には，その部分には，くユキガフル〉がほ

ぼ篠突に統くものとの推定がなされる。前の例ではくメ〉

あとの例ではくユキガフル>.はそれぞれ総かなくても

よい耳駄目の事柄に属している。また，もし夏の平均気滋

と日照待問が秋の米の収穫高を確実に決める，と仮定す

れば，前者を知ることで後者が確実に推定されうるので

あるから，秋になってき起擦に米の収還を知ることはどう

でもよい余計なことになる。

このように，いくつかの事象が生起しうる可能性があ

るのに，各積の制約(たとえば文法とか因果関係〕のた

めにより少い数の事象しか生じえない場合に，

を含む事象系列には冗長皮があるという。もし事象系列

が冗f主であれば，その系列を符号化して，その信号をA

からBに伝える際に，系列を表示する信号を，あとで述

べるように短かくすることができる。言iJ述の，情報処理

円フR
J
 



教育学部紀婆第 14号

系内部の信号の冗長度が小さL、，ということは，このよ

うな，短かい信号でできるだけ多くの外界の事象を表示

することを指す。

情報処理系を路箱 (black嶋box)であると考えて，暗

箱への入力の変化と，務箱からの出力の変化とを外部か

ら観察，計測し，丙者の関数関係にもとづいて，務箱内

の情報処理のメカニズムを解析することができる。

ここで分析しようとする暗箱内のメカニズムは，入出

力関の時間遅延(反応、待問〕を生じるような情報処還の

メカニズムである。情報処理時掲としての反応時間の分

析を試みる場合には，従来，情報理論が提供する矯報愛

(amount of information)の概念が援用されている。反

応時間は，われわれの日常経験するところからも切らか

なように，刺殺生起の不篠定さや，反応すべきカテゴリ

の数の関数である。しかし， このような stimulus

uncerぬinty，response uncertainty，とよばれる情報室主と

して表示しうるもの以外に，情報理論的定義が関難な，

たとえば刺戟のもっている生物学的意味，刺戟弁別の容

易さ (discriminabi1ity )，刺戟と反応の対応の自然さ

(compatibi1ity)，などが反応時間の長短に関与する。

Broadbent (1965)は，情報理論では上述の難点の解決

が困難であるとして，統計的決定理論 (statisticaldeci-

sion theory)による反応時間の分析に 1臼の長あり，と

する意見を述べている。

けれども，私の意図するところは，時箱の特性記述に

とどまるものではなし踏箱内部の機構の考察にある。

MacKay (1963)は，人工知能の研究には，すくなくと

も2ツの方法，すなわち，知的行動の生産物 (product)

を模式化する方法と，当の行動を生み出す発生機構 (ge-

nerator)を模式化ずる方法，があることを指摘し，後

者の方法によって，行動と大阪議終の関に対応をつける

には，情報と制御の理識が有用である，とする見解を示

している (MacKay，1965)。この論文では，反応時間を

情報理論的に解ム析することによって，時箱内の情報処理

メカニズムを考察してみたし、。

この論文は，狩野陽(教育学部紀要第13号， 1967)が

明示している特殊教育講座の研究方向の一局面の分析を

意図して，私の前の論文(教育学部紀要第1H号， 1965) 

を展開せしめたものである。人間行動は多面的な把捉を

必要とするのは勿識であるが，より基礎的な刺戟受'容と

その処理(換言すれば適応行動)過程を客観的に分析す

るためのひとつの補助的仮説として，数E量的シミユレー

ショ γを試みることも，少くとも私自身のためには儲値

のあるものと恩われるのである。

第 1章情報理論による知覚過程の分析

情報処理系への互にことなる入力信号を i(i= 1， 2， 

…n)，その生起確率を p(i)とする。 この入力信号に

含まれる平均情報室量日(i)は (ShannonとWeaver，1949，

Goldrnan， 1953) 2とを底とすると，

日(i〉-FP(i〉logp(i〉bh/{持

ただし 2，;p(i) = 1 

送信系から信号 iが送られたときに，受信系が受ける信

号 jの情報室量 h(j)は，もし系内に雑音がないとする

と，

h(j)口h(i)之江一logp(i) 

一般的には，受信系には雑音が存在するので，情報の損

失が生じ，受信した信号当りに含まれる王JZ均伝達情報量

T(i:j)は，

TCi:j)口日(j)-Hi(j)=H(i)-Hj(i) 

Hi(j)は，入力信号がiであるときに，雑音のために誤ま

って jが受信されたために，受信系内に主主じた負の条

件っき情報量，日j(i)は，雑音によって生じた入力情報

の損失をあらわす。

一般に，ある情報量 H(i)と，それを含みうる符号の

長さとはつぎの関係にある。 2進符号を用いるとする

と， m 1闘の符号婆素によって作られる，互に異なる符

号の数 M(m)は， M(m)=2IDo 切らかに 2田備の符号

は，最大限 mbitsの情報を含みうるのであるから，情

報量 H(i)の事象を完全に符号化ずるのに要する符号

の数 MCH(i))は，最小限 2Hω。 この M(m)儲の符

号は，かならずしも一次元的に配列される必要はなく

て，神経回路網の中では，ある範留の M(m)に対して

は，各符号が M(m)次元的に配列されうる， と考える

ことにする。それが許されるならば，各次元当りの符号

の長さ(符号要素の数〕は m あるいは日(i)になる。

あるいは，符号要素の時間;長を bとすると， 各次元当

りのね:号の時間長 tcは， bmまたは bH(i)になる。

いままでは， ml簡の知覚事象の中の k1間合互いに独

立なものとして取り扱って来た。しかるに，笑際の知覚

事象においては，率象粉Iiの主主起の間に何らかの関係が

あるのが普通である。いま事象 Ai(iロ1，2，…k)':a:含む

事象群 aと，事象 Bj(j=1，2，…りを含む事象群 8が

あるとする。 α，βが互いに独立ならば，

日(αs)=H(α〉十日Cs)

α，βが互いに独立でなければ，

H(α岸)=H(α〉十日以s)<H(α〉十日(s)

向 60-
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但し H"， ([3)は， αの生起を条件とする 8の条件っき情

報量である。それ故，入力信号の空間布援や時間系列栴

玄関に関連性の存在が予知されている場合には，予知さ

れていない場合に比して，それら信号系列ないし布霞に

含まれる情報愛は少くなる。

Broadbent (196のが示している前述の難点のうち，

車u戟の弁別性のもんだいを解決する方策の lツとして，
初歩的な学習過程を導入する。

ある生物体がある近東i戟にもとづいて再構成する外界

は，逮編対象の正確(veridical)な反映であるか，また

は不正確 (nonveridical)な反映であるか，のいずれか

である。正篠な知覚状態を S，不正確なそれをsとす
る。近刺戟の特性が不変である繰り，状態 Sにある生

物体は Sであることを続ける。一方，状態sにある
生物体は，自己の知覚界を修正して状態 Sに移らない

限り，外界への適応をなし得ないのであるから，状態§

には常に状態 Sに移動する傾向が存夜ずることになる。

状態sにありながら， 自己の知覚界の不正確さに気
千Jかない，とし、う事態も生じうるのであって，ここでは

この事態が確率 pで生起するものとする。 とすると，

状態 gにある生物体が自己の知覚界の不正確さに気付

く確率は， q=1-pである。さらに，外界の正確な反政

を再構成するのに有効な刺戟を，刺戟群の中から，生物

体が常に正しく選択するとは際らないので，この選択の

可能性を玉沢すものとしてパラメーター cを用いる。 い

ま，

Wr :適当な刺戟布置に注意する程度。

Wi:不適当な刺戟布霊童に主主意する程度。

とすると，

明Tr
c= 
Wr+ :2:Wi 

よって， ある生物体がある時点 tに状態 s
にあって，つぎの時点t+1に状態Sに移る

確率は司c，依然として gにとどまる確率は

1-qc，また Sから sには移らないのであ
るから，このような状態相互関の推移行列は，

E(Y〉Z2kqc(1-qが-.
Aζ慣 1 日C

上述の q，C，を情報量まと対応せしめるためにつぎのよう

に考える。すでに述べたように，

TCi:j)口H(i)-Hj(i)=H(i)-Hi(j) 

いま，情報伝達系に存在する雑音による情報の損失望ドを

c'とすると，

、、，J
・
も
ム
一

一
い
日
一
。

/
に
一
一
じ
L

T

L
ノ一
Hn

rc
町一
x

一一

円

U〆

rc

uu 

あるいは，

一方， c=Wr/(Wr+エWi) における Wr，:2:Wiは，
それぞれ有効情報量および雑音による無効情報設である

と見なされるので c'口 c，と考えることができる。

また， Hj(i)は，受信信号が Jであることから送信信

号を推定しようとするときの，不確定さの程度をあらわ

す。それで，送信信号と受信信号とが不整合であるのに，

それ安誤って整合していると判断する磯率 pは，

p-E112 
H(i) 

TCi:j) 
q=1-p=一一;/~~.u=c'=c 

日(i)

第2章反応時間 (RT)の解析

まず暫定的に，知覚情報処理.過程の基本的単位をつぎ

のように仮定する (~acl(ay， 1956)。すなわち図2-1

のように，符号発生回路からの符号が，一般的には雑音

S乞十 13t十1

Sも(1 0 i 

13tlqc 1-qc) 

生物体の状態推移， 13" 13"・-・13n，Sn十h を考えると，状

態sから状態 Sに移るまでの単位待問の数 nをあら
わず確率変数 Yは，

Pr(Y =n) =qc(1_qc)n…1 

の吉長率に従って分布する。よって， Y の期待鍛 E(Y)

Ll:.， 

'match-mismatch signals; 

Code gener ator 

図 2-1

を含む照会田路において，入力信号と照合されるものと

考える。そして，照会回路からの出力が，入力信号とね:

号との簡の整合一不整合信号として，符号発生回路に鱗

還されるものとする。符号発生田絡では，この間絡が照

合間路から整合信号を受信するまで，互いに異なる符号

群の発生が続けられ，整合信号の受信ーによって符号若干の

発生が中止される，とここでは仮定する。この段階では，

…61 -
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いま考察している単位系はある穫の安定した状態に入る

ものと考えることにする。この安定状態が主主体の中板過

程における平衡状態と対応するかどうかは，ここで考察

しているジミュレーショ γが生体中枢過程のそれとして

妥当で、あるか否か，に依るのであって，現段階では仰と

も震えないことに属する。

通常の E口実験では， 警戒信号 (WS)が提示され，

準備期 (PI)がおかれた後に，反応刺戟 (RS)が提示

される。したがって，この場合の知覚事象の系列は，

WS-PI-RS，である。これをここでは A-B“C と略記

すると，

日(ABC)=H(A)十HA(BC)

=H(A)+HA(B)十日AB(C)

被験者が反応すべき刺戟に含まれる情報設は，もとより

HAB(C)であって，もし PAB(C)= 1， であることが被

験者に既知の場合には， HAB(C)之江O。つまり， この被

験者には， WS-PI，が生起した後には， RSが生起す

る， とL、う善事象がきわめて確実に生じることになる。

しかしながら，被験者が常にそうであるとする保証は

どこにもないのであって， RS生起に関して，当該被験

者がもっ主観的条件っき確率が l以下である事態が考え

られる。このような事態では， P'AB(C)キ1，H'AB(C)> 

。。
RSが複数であって， k 1闘のうちどれかが生起すると

いういわゆる選択反応場面では，

R"B(C， i) =HAB(C)十HABC(i)

上と同様に，被験者にとってのお'AB(C)が常に零であ

るとは限らないので，反応刺戟の情報には，東日戟の種類

についての選択性の情報に加えて，さらに刺戟生起その

ものの情報が含まれることがありうる。さらに， HA(B) 

が零にならない場合も考えられる。 HA(B)口0，は

P(BI A)口iのときに成立するのであるが，被験者の主

観的条件っき王室率 P'(BIA)がlになる，とする保誌が

常に存複するとは限らない。

以上のことを前提にして，照合時間について考察する

ことにする。雑音のない照合回路に入力信号 RSが送ら

れた場合を考える。 RSが入る直前には， この処理系は

状態 Sにある。 RSが入ることにより， 処理系は状態

gに移動する。つまり，このときには， RSではない別

の既知の事象と整合している符号が照合間協に送られ，

そこで，不整合と判断されることになる。処理系が状態

5にとどまる存在摘は，

単位時間xE(Y)口単位時間xb

ここでし、う主体佼時潤とは，照合回路における照合の所要

時間であって，この所要堅持関は照合回路に送られる符号

の長さに比例するもの，と仮定する。

もし RSが伝達される以前の状態が当の有機体にとっ

て既知であるとすると，この状態の情報量は零か乃~殆

ど零に近いと考えられる。したがって，この事態に対応

する符号の長さ tcは tc宇O。一方， 雑音のない処理系

においては c=1と考えられるので，処恕系が状態sに
とどまる時間は

単位開xE(Y)口いよキO
すなわち，雑音のない処理系はきわめて速やかに状態§

から Sに移動する。状態 Sに移動するということは，

RSと総合すべき符号が照合図絡に伝達されて，そこに

おいて， RSに含まれる情報とこの符号との照合が行な

われた後，整合信号が符号発生回路に綴遼される，とい

う一連の事象が生じることを主意味している。符号発生回

路と照合間路約互の符号伝迷所要草寺簡を無視することが

許されるとすれば，総合に要する時間は殆ど符合の長さ

(tc)に等しいことになる。しかるに， tc=bH(i)。よっ

て照合時間は bH(i)。

Bricker (1955)によれば， RTと T(j:j)の簡には

つぎの関係、が成立する。

RT=a十bT

但し T=T(i: i)， a， bは常数。

またこの関係式は， Hyman (1953)， Garner (196のが

示す知見にもそれぞれ成立する。しかし，照合間路にお

ける照合は，入力情報と系が発生せしめた符号系列との

照合である。よって，この見土白からすると照合時間 CT

i:t， 

CT=a'→-b'H(j)=a'十b'(T(i:j)十日i(j)J

つまり，雑?ぎによる誤りを訂正しうるためには符号長を

長くする必婆がある。けれども， 通常の RT突寝食のよ

うに，可及的速やかな反応が第一義的に要諮されるよう

な事態では， 日i(j)に相当する符手予言ピ欠いた符号系列

による照合が成立して，

CT=a' + b'T(i : j) 

RTロ CT十Z，但し Zi主?者数，とおけば

RT=a+bT 

つぎに，被験者にとって HA(B)キ0，HAB(C)キOで

ある場合を考える。討における情報をうけている照合

間路が;附~S にあるときに，符号発生由路から送られ

て来る符号系列の長さは bR~(B) であって， bHA(B) 

キ00 したがって PIがおわって RSが到来したとき

に，この系が状態 Sから状態 5に移行するには，最

少F艮bHミ(B)の時間を必要とする。さらにこの系は

HAB(C) 十日0) に相当する符~を発生せしめて，状態 5

から状態 Sに移行するので，最少限の反応時間は，

自 62申



情報の冗長化と反応時間

RT=a+ b(HA(B) +HAB(C)十日(j)) 回路i今の神絞インパルスの伝道事が等間痛の2進法符号化

以上の考察は，いくつかの仮定の上に立脚している。 ではなく，バノレス間隔変調 (pulseinterval modulation) 

たとえば，符号発生機構の存夜，照合機構から符号発生 の想定をゆるすような特性をもっ，とする提案がありう

機構への畿遠回路の設定などである。機構的には，その る (Maron，1965)。とすれば，脇内のd情鞄表示が2進符

ようなはたらきが脳内に存在すると想定することは，全 号の系列による(たとえば Oldfield，1954)とする仮定

くの架空事とはいえないけれども，脳内の神経回路網は も，便宜的以上のものではないかもしれなし、。

もっと総合的なはたらき合している，つまり，前述のブ それ放，つぎのような新たな模型を設定し，その動作

ロック別の機能を単一の回路網が遂行して弘、る，と考え を検討してみたい。基本的な構想(は図 2-2~6 (Uttー

たほうが滋当であるかもしれない。また，脳における神経 ley， 1954を改変〉に示したとおりである。単純刺戟がし、

~2 2 神経細胞と軸索およびシナプスの様式図。

nは関f霞，泉三角形と白丸はそれぞれ興奮性と抑制

性のシナプスを示す。何時点における入力の和が

aに等しし、かまたはnをこえるときだけ aに出力

が生じる。入力aにある尚三角形は時間。だけ信

号ーをおくらせる遅延繁子。

;→てラー
図 2-3 シナプスはすべ

て興奮性であると仮定して

幾三角形を今吉田害。入力端子

a， b， c， d， eにそれぞれ1

単位の入力が時刻 (t)に加

えられると，出力端子 a~;こ

は，時刻 (t十"t十2o)に出

力が生じる。但し， "tは

入力神経の信号伝導i時間で

ある。

α 

a b c d e 

関2-6 a主bを表示する間務。

a 

む

図2 4 入力端

子 a~e のいく

つかに入力が向

時に加えられた

とき， ab， c， de， 

abc abcde，の

各入力パター γ

を分類する闇

路。

凶2 5 入力神

経に添付の数字

はその神経の輿

奮性シナプスの a

数。出力端子αには

時刻(t+ムt+2o)， 

8には時刻(t+ムt

十o)にそれぞれ出

力が生じる。

c 

a 担

くつかの属性(たとえば a，b， c， d， e)によって表示さ 雑な回路構成を示しているであろう。

α 

d e 

3 

れるとすると，図2-3あるいは図2-4のような基本 選択反応場面では，たとえば刺戟Aと刺戟Bのいずれ

的問路によって，入力信号による出力信号を得ることが か一方だけが入力信号となったとき，しかもそのときだ

できる。笑際の神経回路網では，このような回路が渡列 け出力信号を得る回路が必要となる。もしこれを排他的

放列に組み合わされ，さらに抑制回路が加わり，条件づ 論理和 a主bとして表現しうるとすると，これを処潔ごす

けによる関値の低下や上昇が可能となるなど，検めて複 るには図2-6に例示するような回路を必要とする。こ
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の回路の回路素子には遅延索予が含まれず，また関{障を

考慮に入れないとしても，入力一出力閣の時間遅延は，

単純刺戟の処理回路のそれよりも明らかに大となる。

~2-5 は，時系列のもとでJI原に生起する信号を処理

する回路の基本を示す。時系列信号 abcを表示しうる

ためには，間じく acを表示するよりも，少くとも 1ツ

だけ多い信号伝導路を必婆とする。それゆえ，回路網中

に遅延素子がランダムに配列されているとすれば，ベノレ

ヌーイの定狸により，伝導路に遅延素子が含まれる確率

は， abc回路においてより大となる。

第3童書 知能と情報処理:精神薄弱者の RT

言iJ慈で検討した2ツの模型のうち， Uttley (lヲ54)製

の模型は未だ十分な検討がなされていないので，ここで

は MacKay(1956)の方式に従って，反応時間の資料

の分析を試みることにする。

もし，知能が仮説のように情報処理系への入カ情報の

冗長俊を大きくして，系内部の符号系列に含まれる平均

情報量を大とするようにはたらくとすれば，反応時間実

験における， WS-PI-RS-RSやの i，の事象の系列に含

まれる情報量，

日(WS，PI， RS， i)=H(WS)+Hws(PI) 

十日ws，PI(RS)十日ws，PI， RS(i) 

の各項の中，第1項と第4演を除く他の項の伎を可及的

小とするようなはたらきが，知能に求められることにな

る。何故かというと， J二式における H(WS)はたとえ
日CWS)キOであっても PI)>RTならば RTには影響

を及ぼさないし，第4項を裁定する ik(k=1，2，…n)の

生起確率は p(ikI WS， PI， RS)<1であるように笑験手

続が定められることによる。

言iJl:!:'.の関係式 RT=a+bCHA(B)十日AB(C)+日0))

を単純 RTについて書き換えると，

RT=a十bCHws(PI)十日ws，PI(RS)) 

被験者にとってがPliWS)ロ1ならば，日、，vs(PI)=0， 

よって，

RT=a十bCHws，PI(RS)) 

Klemmer (1957)によれば， Hws， PI(RS)=Oのとき，

RT は 180~200msec. また Bricker (1955)によれば

aの値は約175mBec.，Hyman (1953)によれば aの{自主

160~212msec. である。それ故に，成人正常者を被験者と

するいわゆる単純 RT実験では Hws，PI(RS)キ0，と

考えることができる。

もし， Hws(PI)>O，目、，vs，PI (RS) >0，の少くとも一

方が成り立てば， RTの増大がみられることになる。そ

の増加度は， PIを受信して状態 Sにある照合間路が，

RSの入来によって状態 5に移動するのに要する時間
T，と， RSに室主合する符号との照合によって状態 5か
ら状態 Sへの移行に望書する待問もとの手uの関数であ
る。
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知的欠陥をもつものの RTとして，精神薄弱者のそ

れを考察しよう。一般に，精神薄弱者では Rすが増加

するとの知見がある (Berkson，1961， Berkson， 1963， 

a， b， c)。精神薄弱者における RTの増加は，情報処理

系における内部雑音の水準が高いことにもよるであろう

が，前述のように， Hws(PI)， Hws， PI(RS)， が傘にな

らないことにもよると怒われる。それ放，もし PIの代

りに WSが持続し，比絞的長い WSにつづいて RS

が与えられるならば， Hws(PI) =0，したがって T，ロO。

TerrellとEllis(1964)は，大学生80名と施設収容の

成人精神薄弱者80名を被験者とし， WSとして光， RS 

として資料戟を用いて， WふPI (on-off) と WS-WS

(on-on)の2条件下で RTを測定した。彼等の知見に

よれば，正常者では南条件下の RTはほぼ隠ーであり，

精神薄弱者では， WS-PIの条件下の RTよりも， WS-

WSの条件下での RTが有意に小で、あった。また， WS… 

WS条件下の RT曲線 (WSまたは PIの長さに対ず

る RTの関係を示す曲線)から推定すると，精神簿弱

者の RTは， WSとRSの関i認が8秒のときに最小で，

このときの Rずはま常者の RTにきわめて接近してい

る。

Hawkins迷 (1965)は，成人正常者と施設収容成人

精神薄弱者各45名古ど被験者として，赤または緑の光車J戟

を RSとして，選択反応時間を測定した。彼等の知見

によれば，刺戟情報量の場加に対する精神薄弱者の RT

の増加度，つまり bの値は，正常者と殆ど等しく，雨

者ともに 160~190msec/bit である。資料が不十分な現

状では，同群の bの{疫が互いに等しいと断定すること

は早計であるが， もしi可群の bが等しいとすれば，精

神薄弱者の RTの増大は， T，=bCHws(PI))に帰しう

る可能性がある。

PIはあるかないかの2ツの状態をとりうるので，

Hws(日〉主主。それ故，上述の推論に従えば，IE常者と
精神薄弱者との RTの援は，その他の条件を等しいと

すると， 200msec.を越えないことが予想される。しかし，

Baumeisterその他の研究 (1964，1965， 1966)が得た

結果は，両群の RT の簡に 140~250mseむの差を示し
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情報の冗長化と反応、時間

ている。このことは，上述の Terrellと Ellis(1964)， 

lIavvkins (1965)においても同様である。それゆえ， T， 

以外に T2もまた関与しているかもしれない。

IIvvs(PI)キOであるとき， IIws(PI)は PIの待問が

長くなるにつれて漸減する。したがって，丸も日が

長くなるにつれて減少する。しかし同時に PIの増大

につれて IIws，PI(RS)が漸増するので T.が増加し，

RTは PIのある長さのもとで最小となる。 Terrel1と

Ellis (1964)では PI=8秒， Baumeister， IIavvkinsと

Kellas (1965)では5秒， lIavvkins達(1965)では4

秒，がそれぞれ最小の RTを示している。

結 論

反応時間はたとえ単純反応時間であっても Woodvvo・

rthと Schlosberg(1954)， Teichner (1954)が示すよう

に，きわめて複雑な条件の影襲撃をうけている。けれども，

心理学的に意味のある時間は 100mBec• のオーダーであ

ると考えられるので，この論文ではこれらの知見を考慮

に入れないことにした。私の分析も，また分析すべき資

料もともに不十分なので確定的なことは震えないが，い

わゆる知能とよばれる行動特性は，知覚情報の処理に際

して， Barlovv (1959)の提案するようなはたらきをも

つものであり，そのことで処理系の憐報負荷の軽減をも

たらす，と考えることが許されるものと思われる。
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